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おしえて！ 山口先生

Hydrexをご愛用いただきまして、有り難うございます。

「コロナ禍でも免疫力アップできるので心強い！」と嬉しい
お声をいただいております。皆様、長めの吸入をいただき
有り難うございます。Withコロナの生活様式で、疲労も溜
まりますね。頑張り過ぎずほっと一息。リラックスタイムに、
ぜひ Hydrexをお隣に。ご活用ください。

ご体調の改善を感じるとのお声も多い膠原病について、
顧問の山口醫院院長：山口貴也医師に伺いました。

山口院長は、食はくすり、くすりはリスク。なるべく薬を 使わず、
ご自身に使っても良いと思うものだけを取り入れ、治療を行う場
として山口醫院を開かれました。 皆様にご愛用頂いております
Hydrex を治療にご活用いただいております。

個人でのご相談や診察のお申込みも大丈夫です。
ご希望がございましたら、お気軽にご連絡ください♡

膠原病と水素
膠原病は、関節リュウマチ、全身性エリテマ

トーデス、乾燥症候群（シェーグレン症候群）
パーキンソンなど30以上の病気の総称です。
共通する症状として、関節の腫れやこわばり
痛みがありますが、病気が進行すると臓器
にも障害が現れます。臓器の障害は、細胞
同士の結合組織「膠原繊維（コラーゲン）」に
異常が現れることにより起こるもので、これ
が膠原病の名前の由来です。結合組織は
全身に存在しているので、関節や臓器など、
どこでも症状が現れる可能性があります。
人体には異物である細菌やウイルスを除去
する免疫機能がありますが、膠原病はこの
機能に異常が起こり自分の身体を異物とし
て認識して排除しようとする自己免疫反応が
起きます。環境汚染、食事、生活習慣が原因
で起こる可能性があるといわれています。現
在の治療の中心は薬物療法で、炎症を軽減
させたり、自己免疫反応を抑えたりして関節
や、臓器の障害を防ぐ目的で行われます
が、対処療法であるため根本から免疫を改
善させる治療方法ではないように思えます。

水素は、地球上で一番小さな分子。体中ど

こにでも入り込み循環して細胞膜に浸透し、
細胞にエネルギーを与えるミトコンドリア機
能を活性化し、炎症を鎮静化するのです。
免疫機能に関与しているミトコンドリアが活性
化するので、免疫機能の改善が期待でき、こ
れまで水素療法で膠原病が改善された方が
多く見受けられます。リウマチをはじめとする
あらゆる膠原病は、東洋医学的には体内に水
が溜まる水毒という状態の方も多いので、水
ではなく、水素吸入が有効です。悪玉活性酸
素「OH」が水素「H2」と結合すると水「H2O」とな
り、体外に排出、水毒の改善につながります。

膠原病の原因である膠原繊維が傷むのは、
過労、睡眠不足、身体の冷えともいわれてい
ます。水素は、不眠の原因となる、交感神経
と副交感神経の切り替え異常のバランスを
整えます。血液中に溶け込んで体中に循環
して細胞膜に浸透し、過労から生まれる悪
玉活性酸素と結びついて体外に排出するの
で、酸化してドロドロになった血液がサラサ
ラとなり血流が良くなります。LDLコレステロ
―ルと結合して悪玉活性酸素が起こす血管

壁の詰まりを無くすため、血流が改善し、毛
細血管まで行き渡るので、身体の冷えを改善
されることがわかっています。どうぞお大事に。
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トライアルデリバリー
ご紹介を有り難うございます。

以前より水素吸入にご興味がおありのご友人

日本医師会のホームページにも掲載された
水素のコロナウイルスへの有効性や
免疫力アップにご興味のあるお知り合いに

コロナ禍で、外出を控えられ、サロンに通う
ことが難しいというお客様のお声にお応え
してなど。

ご紹介を有り難うございます。

ご自宅でのご体験を特別価格でお届けする
ご紹介感謝キャンペーントライアルデリバーを
ぜひご利用ください。

毎日吸入できることで「体感が違う！」「違いが良く
わかる」とご好評いただいております。

水素の輪を拡めるお力添えを
どうかよろしくお願いいたします

ご紹介者様にも を
ご用意しております。

お気軽に
お問合せください。

水素の輪が拡がっています！

延長チューブの共有は大丈夫？
Hydrexは、圧力をゼロにして、水素を排出し

ています。逆流することはありませんので、
ご安心ください。ただサロンさまなどでは、
お客様がご不安に思われることもあるかも
しれません。そんな時には、山口院長考案
のカニューラバルブを延長チューブに取り付
けてご使用ください。ご注文は、お電話や
メール、Faxで、お気軽にお問合せください。
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